
第４部 ５疾病、５事業、在宅医療の医療提供体制の構築（第９章 災害時医療） 

 

（２）災害拠点病院の指定 

災害時において、被災地の医療の確保、被災した地域への医療支援等を

行うことを目的として、平成１０年から災害拠点病院を８病院（基幹災害

拠点病院１病院、地域災害拠点病院７病院）指定しています。  

 

 

 医療機関名 ＤＭＡＴ編成数 

基幹災害拠点病院 福井県立病院 ３チーム 

地
域
災
害
拠
点 

病
院 福井・坂井医療圏 

奥越医療圏 

丹南医療圏 

福井県済生会病院 

福井赤十字病院 

福井大学医学部附属病院 

福井勝山総合病院 

公立丹南病院 

３チーム 

３チーム 

３チーム 

１チーム 

１チーム 

嶺南医療圏 
市立敦賀病院 

公立小浜病院 

２チーム 

３チーム 

ＤＭＡＴ指定病院 福井総合病院 １チーム 

合 計 ２０チーム 

（３）災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）１ 

県内の災害拠点病院では、平成１７年度以降、災害急性期（概ね発災後

４８時間以内）に災害現場へできるだけ早期に出向いて、①被災地内にお

けるトリアージ２や救命処置、②患者を近隣・広域へ搬送する際における必

要な処置、③被災地内の病院における診療支援等を行うために、専門の訓

練を受けた災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の配備を進めています。 

県内では、平成２５年３月末現在、８病院に１９チームが編成されてい

ます。県とＤＭＡＴ派遣機能を持つ病院との間では、ＤＭＡＴの派遣基準

および災害現場での活動基準（指揮命令）等の運用基準を明確なものとす

る協定が締結されており、県の要請を受けてＤＭＡＴが出動できる体制が

整えられています。 

 また、日本医師会が被災都道府県医師会からの要請に基づいて各都道府

県医師会に依頼して結成、派遣される医療チーム（ＪＭＡＴ）は、東日本

大震災時の活動など重要な役割を果たしています。 

 

（４）航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ） 

    県内の医療機関では対応しきれない事態のときに、必要に応じて、ヘリ  

コプター等の航空機を活用して患者等を県外へ搬送するために、福井空港  

を広域医療搬送拠点としています。福井空港内に、患者の症状の安定化を  

図り、搬送のためのトリアージを実施するための臨時医療施設（ＳＣＵ） 

を設置しています。  

                                            
１ ＤＭＡＴとは、１チーム５名(医師１～２名、看護師等３～４名)程度で、ＤＭＡＴ養成研修を受講した上で編成されます。災害現

場で必要な機器 (衛星携帯電話、トランシーバ、救急蘇生資機材、心電図モニタ、ポータブルエコー等) を携行します。 

２ トリアージとは、医療資源が制約される中で、傷病者に対して最善の治療を行うために、緊急度に応じて搬送や治療の優先順位を決

めることです。 

災害拠点病院、ＤＭＡＴ指定病院一覧 （平成２６年４月１日現在） 


